
 

 

令和７年 №47 

○東京学芸大学研究員受入規程の一部を改正する規程の制定 

 

改正理由 

個人研究員の研究料の見直しに伴い，所要の改正を行うものである。 

 

承認経過 

令和７年９月24日 教育研究評議会 審議・承認 



東京学芸大学研究員受入規程の一部を改正する規程を次のように制定する。 

 

  令和７年９月25日 

                  国立大学法人東京学芸大学長 

                          國 分  充 

 

令和７年規程第17号 

東京学芸大学研究員受入規程の一部を改正する規程 

  

 東京学芸大学研究員受入規程（平成９年規程第24号）の一部について，別紙新旧対照表の右

欄を，左欄のように改正する。 

 



東京学芸大学研究員受入規程の一部改正について 

 

改正理由：個人研究員の研究料の見直しに伴い，所要の改正を行うものである。 

改         正 現         行 

 

〔省略〕 

 

（申請） 

第５条 〔省略〕 

２～３ 〔省略〕 

４ 個人研究員を受け入れようとする部局の長は，別紙様式３の調書を添えて，研究

員の受入れの承認について，学長に申請するものとする。 

５ 〔省略〕 

 

〔省略〕 

 

（研究料等） 

第８条 研究員の研究料（私学等研修員，教職員支援機講研修員，受託研究員及び

個人研究員の研究料は，消費税相当額を含む。）は，別表２の定めるところによ

る。 

２ 内地研究員，私学等研修員，教職員支援機講研修員及び受託研究員の研究料

は，受入れ承認をした後，派遣の全期間分を直ちに徴収するものとする。 

３ 個人研究員の研究料は，受入れ承認をした後，受入開始前に受入全期間分を一

度に徴収するものとする。 

４ 受託研究員が別表第２に掲げる期間内において，研究中止後研究を再開し，又

は研究期間を延長することとなる場合は，同一の受託研究員に係る研究料は改め

て徴収しない。 

５ 既納の研究料は，返還しない。 

 （研究料の免除） 

第９条 個人研究員が，次の各号のいずれかに該当する場合は研究料の徴収を免除

することができる。 

(1) 本学の名誉教授 

(2) 本学の常勤の教職員又は常勤の教職員であった者 

(3) 受入期間中において本学の非常勤講師，特任教員，専門研究員である者 

(4) 本学の教育学研究科を修了又は連合学校教育学研究科を修了若しくは単位修

得満期退学後，５年以内の者 

(5) 受入期間中に内定又は決定している科学研究費等の競争的研究費を本学を所

 

〔省略〕 

 

（申請） 

第５条 〔省略〕 

２～３ 〔省略〕 

４ 個人研究員を受け入れようとする部局の長は，別紙様式１の調書を添えて，研究

員の受入れの承認について，学長に申請するものとする。 

５ 〔省略〕 

 

〔省略〕 

 

（研究料等） 

第８条 研究員（個人研究員を除く。）の研究料（私学等研修員，教職員支援機講

研修員及び受託研究員の研究料は，消費税相当額を含む。）は，別表２の定める

ところによる。 

２ 内地研究員，私学等研修員，教職員支援機講研修員及び受託研究員の研究料

は，受入れ承認をした後，派遣の全期間分を直ちに徴収するものとする。 

 

 

３ 受託研究員が別表第２に掲げる期間内において，研究中止後研究を再開し，又

は研究期間を延長することとなる場合は，同一の受託研究員に係る研究料は改め

て徴収しない。 

４ 既納の研究料は，返還しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



属機関として実施する者 

(6) 受入期間中に本学を所属機関として科学研究費等の競争的研究費に応募する

者 

（研究期間等の変更） 

第１０条 研究員が研究を中断若しくは中止し，又は研究期間その他の事項を変更

しようとするときは，別紙様式４により部局の長を経て，学長に届け出なければ

ならない。 

第１１条～第１７条 〔省略〕 

 

   〔省略〕 

 

別表２ 研究料 

区   分 研   究   料 

内地研究員 教 授 月額 28，000円 

准教授 月額 15，000円 

講 師 月額 11，000円 

助 教 月額  7，000円 

私学等研修員 実験（臨床を含む。)系  ３月 108，240円 

非実験系        ３月  54，120円 

教職員支援機講研修員 実験系   ３月 29，160円 

非実験系  ３月 16，920円 

受託研究員 ６月を超えて１年以内  541，200円 

６月以内         270，600円 

個人研究員 
月額5，000円  

 

   〔省略〕 

 

別紙様式２ 

 

受託研究員調書 

〔省略〕 

 

別紙様式３ 

 

個人研究員調書 

 

 

 

（研究期間等の変更） 

第９条 研究員が研究を中断若しくは中止し，又は研究期間その他の事項を変更し

ようとするときは，別紙様式３により部局の長を経て，学長に届け出なければな

らない。 

第１０条～第１６条 〔省略〕 

 

   〔省略〕 

 

別表２ 研究料 

区   分 研   究   料 

内地研究員 教 授 月額 28，000円 

准教授 月額 15，000円 

講 師 月額 11，000円 

助 教 月額  7，000円 

私学等研修員 実験（臨床を含む。)系  ３月 108，240円 

非実験系        ３月  54，120円 

教職員支援機講研修員 実験系   ３月 29，160円 

非実験系  ３月 16，920円 

受託研究員 ６月を超えて１年以内  541，200円 

６月以内         270，600円 

 

 

 

   〔省略〕 

 

別紙様式２ 

 

受託研究員調書 

〔省略〕 

 

 

 

 



 

１ 氏  名 

 ２ 生年月日・性別      年  月  日生 （  歳） 男・女 

 ３ 現住所 

 ４ 勤務先 

   職 名 

 ５ 学  歴（大学卒業以後） 

 ６ 職  歴（主なもの） 

 ７ 研究題目 

８ 研究内容 

 ９ 希望する受入教員 

   所属・氏名 

 10 研究期間    年  月  日 ～   年  月  日 

 11 研究中の居所 

 12 研究料免除の該非確認（該当するものに☑してください。） 

   □本学の名誉教授である 

□本学の常勤の教職員である又は常勤の教職員であった 

□本学の教育学研究科を修了又は連合学校教育学研究科を修了若しくは単位修

得満期退学後，５年以内 

□受入期間中において本学の非常勤講師，特任教員，専門研究員である 

□受入期間中に内定又は決定している科学研究費等の競争的研究費を本学を所

属機関として実施する 

□受入期間中に本学を所属機関として科学研究費等の競争的研究費に応募する 

 

別紙様式４ 

 

   〔省略〕 

                         

           研究期間等の変更について  

   〔省略〕 

 

 

附 則 

１ この規程は，令和７年９月25日から施行する。 

２ この規程による改正後の規定は，令和８年度以降に受け入れる個人研究員から

適用し，令和７年度以前に受け入れる者については，なお従前の例による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙様式３ 

 

   〔省略〕 

                           

           研究期間等の変更について  

   〔省略〕 

 

 

 


